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九
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
五
輯

一
、
前
言

　

江
戸
期󠄁
に
お
い
て
『
論
語
』
は
、
註
釈
書
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

著
作
が
作
成󠄁
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
江
戸
期󠄁
を
通
じ
て
作
成󠄁
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
初
期󠄁
の
板
行
に
限
定
し
て
も
『
四
書
大
全
』
に
見
え
る
註

釈
者
の
伝
記
を
示
し
た
那
波
活
所『
重
編
四
書
註
者
考
』（
萬
治
二
年
・

一
六
五
九
板
行
）、『
近
聖
居
四
書
翼
經
圖
解
』
を
も
と
に
し
て
、
四

書
の
器
具
、地
理
等
の
事
柄
の
図
表
及
び
説
明
を
行
う
大
原
武
清『
四

書
引
蒙
略
圖
解
』（
承
應
二
年
・
一
六
五
三
板
行
）
を
始
め
と
す
る

多
く
著
作
が
作
成󠄁
さ
れ
て
い
る（
１
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
作
成󠄁

さ
れ
た
実
数
、
実
態
、
対
象
読
者
、
そ
の
後
の
『
論
語
』
解
釈
へ
の

影
響
な
ど
多
く
の
未
解
明
な
点
が
存
在
す
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
江
戸
初
期󠄁
の
『
論
語
』
関
連
著
作
の
う
ち
、「
論

語
序
説
」
を
解
釈
し
た
和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
を
検
討
す

和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
小
考

青　

木　

洋　

司

る
。
江
戸
期󠄁
に
は
「
論
語
序
説
」
を
解
釈
し
た
著
作
が
多
く
作
成󠄁
さ

れ
、
な
か
で
も
、『
論
語
序
説
諺
解
』
は
最
初
期󠄁
に
属
す
る
先
駆
的

な
著
作
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
板
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
検

討
す
る
価
値
を
有
す
る
。

　

使
用
し
た
底
本
は
家
蔵
の
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
板
行
本
で
あ

る
。
な
お
、
本
稿
は
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
「
江
戸
期󠄁

『
論
語
』
訓
蒙
書
の
研
究
」
及
び
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
研
究
費
、

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
領
域
番
号19K

00061

「
江
戸
期󠄁
『
論
語
』
訓
蒙

書
の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成󠄁
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
、
和
田
静
観
窩
の
伝
記
、
先
行
研
究

　

和
田
静
観
窩
は
江
戸
初
期󠄁
の
儒
者
で
あ
る
。
名
は
宗
允
、
字
は
子

誠
、
静
観
窩
は
号
、
別
号
に
慵
慵
子
な
ど
が
存
在
す
る
。
慶
長
七
年



和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
小
考

九
一

（
一
六
〇
二
）
に
京
都
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
お
い
て
林
羅
山
に
学
ん

だ
人
物
で
あ
る
。
信
濃
飯
田
の
脇
坂
安
元
に
仕
官
し
、
そ
の
子
、
脇

坂
安
政
の
播
磨
の
竜
野
へ
の
移
封
に
も
従
っ
て
い
る
。
後
に
脇
坂
家

を
辞
し
、京
都
に
帰
っ
た
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
卒
し
た
。

儒
学
に
関
す
る
著
作
の
他
に
も
『
中
臣
祓
考
索
』
な
ど
も
知
ら
れ
る
。

　

静
観
窩
の
伝
記
は
江
戸
期󠄁
の
著
名
な
儒
者
の
伝
記
集
で
あ
る
原
念

斎
『
先
哲
叢
談
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
南
山
道
人
『
日
本
諸

家
人
物
志
』（
寛
政
十
二
年
・
一
八
〇
〇
板
行
）
に
は
次
の
記
述
が

見
え
る
。

和
田
宗
允
、
字
子
誠
、
一
ニ
静
観
窩
ト
号
ス
。
洛
下
ニ
敎
授
ス
。

羅
山
ノ
門
人
ナ
リ（
２
）。（
巻
上
、
儒
家
部
）

　

名
、
字
、
号
、
京
都
で
講
学
し
て
い
た
こ
と
、
羅
山
門
で
あ
る
こ

と
が
簡
潔
に
記
さ
れ
、
著
作
へ
の
言
及
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
検
討
す
る
『
論
語
序
説
諺
解
』
を
含
む
「
四
書
序
諺
解
」
は

等
閑
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。例
え
ば
、享
保
十
四
年（
一
七
三
〇
）

に
板
行
さ
れ
た
『
新
撰
書
籍
目
録
』
の
「
儒
書
並
経
書
」
の
項
目
で

は
「
序
諺
解
云
」
と
し
て
、
そ
の
引
用
が
確
認
で
き
る（
３
）。

　

管
見
の
及
ぶ
限
り
、『
論
語
序
説
諺
解
』へ
の
言
及
は
存
在
す
る
が
、

先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
静
観
窩
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、

矢
崎
浩
之
氏
に
「
和
田
宗
允
小
論
─
林
門
と
神
道
」
が
存
在
す
る（
４
）。

同
論
文
は
静
観
窩
と
神
道
と
の
関
係
を
論
じ
、
そ
の
な
か
で
「
和
田

宗
允
文
業
略
年
譜
稿
」
を
載
せ
る
。
矢
崎
氏
は
静
観
窩
と
羅
山
と
の

関
係
を
「
い
つ
頃
入
門
し
、
そ
の
経
緯
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
裏
付
け
る
資
料
は
少
な
い
」
と
し
、
羅
山
へ
の
弟
子
入
り
を
静

観
窩
二
十
二
歳
の
頃
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
矢
崎
氏
も
言
及
す

る
よ
う
に
静
観
窩
と
晩
年
の
羅
山
は
疎
遠
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
関
係
は
『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、『
論
語
序
説
諺
解
』
の
作
成
時
期
・
対
象
読
者
に

つ
い
て

　

静
観
窩
は
「
四
書
」
の
経
文
や
『
四
書
集
註
』
に
対
し
て
で
は
な

く
、「
論
語
序
説
」「
孟
子
序
説
」「
大
學
章
句
序
」「
中
庸
章
句
序
」

の
「
諺
解
」
で
あ
る
『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』『
大
學

章
句
序
諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成󠄁
し
て
い
る
。

こ
れ
を
一
括
し
て
、「
四
書
序
諺
解
」
と
称
す
る
場
合
も
存
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
「
四
書
」
の
序
の
み
を
対
象
と
し
た
理
由
は
『
論
語
序
説

諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
の
序
文
に
相
当
す
る
「
論
孟
序
説
諺
解

發
題
」
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
大
學
章
句
序
諺
解
』

『
中
庸
章
句
序
諺
解
』の
序
文
に
相
当
す
る「
學
庸
章
句
序
諺
解
發
題
」

に
は
「
讀
レ
序
而
可
三
以
知
二
其
書
首
末
之
大
意
一
也
」
と
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
序
を
読
む
の
は
、
そ
の
書
の
「
大
意
」
を
知
る
た
め
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と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
静
観
窩
は
朱
熹
を
「
宋
朝
一
代
ノ
大
儒
タ
リ
」
と
高
く
評

価
す
る
。
一
方
、
後
漢
の
鄭
玄
、
馬
融
、
北
宋
の
劉
敞
を
「
耳
ニ
入

テ
口
ニ
誦
ス
ル
ハ
カ
リ
ノ
學
問
ナ
リ
」
と
し
、彼
ら
を
「
記
誦
の
学
」

と
批
判
す
る（
５
）。
朱
熹
へ
の
高
い
評
価
は
自
明
で
あ
る
が
評
価
す
る
学

問
と
し
て
は
、『
論
語
序
説
諺
解
』
に
「
心
ニ
知
リ
身
ニ
行
フ
。
是

眞
實
ノ
學
問
ナ
リ
」
な
る
記
述
が
見
る
よ
う
に
実
践
で
あ
る（
６
）。

こ
の

「
眞
實
ノ
學
問
」
は
「
四
書
序
諺
解
」
に
見
え
な
い
で
も
な
い
。
し

か
し
、『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
「
論
語
序
説
」
の
解
釈
と
い
う
性

質
上
の
問
題
は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
「
眞
實
ノ
學
問
」
や
人
格
の
向

上
な
ど
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
本
書
の
作
成󠄁
時
期󠄁
、
対
象
読

者
を
確
認
し
た
い
。

（
１
）
作
成
時
期

　
「
四
書
序
諺
解
」
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）、
静
観
窩
六
十
四
歳

に
板
行
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
成󠄁
時
期󠄁
は
以
下
に

分
か
れ
る
。

　

第
一
は
『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
で
あ
る
。
そ
の

作
成󠄁
時
期󠄁
は
「
庚
子
仲
春
朔
、
滌
筆
于
鵝
湖
山
南
之
書
窩
」（
論
孟

序
説
諺
解
發
題
）
と
あ
る
。
こ
の
「
庚
子
」
に
従
え
ば
、
両
書
は
萬

治
三
年（
一
六
六
〇
）、静
観
窩
五
十
四
歳
の
作
成󠄁
で
あ
る
。
第
二
は
、

『
大
學
章
句
序
諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
で
あ
る
。
そ
の
作
成󠄁
時

期󠄁
は
「
丙
午
季
秋
朔
旦
、
静
観
窩
主
慵
慵
翁
」（
學
庸
章
句
序
諺
解

發
題
）
と
あ
る
。
こ
の
「
丙
午
」
に
従
え
ば
、
両
書
は
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
に
作
成󠄁
さ
れ
た
著
作
で
あ
る（
７
）。

　

こ
れ
ら
に
従
え
ば
、『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
は
静

観
窩
五
十
四
歳
に
作
成󠄁
さ
れ
、そ
の
六
年
後
に
『
大
學
章
句
序
諺
解
』

『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
が
作
成󠄁
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
、

静
観
窩
六
十
四
歳
の
時
に
板
行
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
対
象
読
者

　

次
に
『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
の
対
象
読
者
を
確

認
し
た
い
。
静
観
窩
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

允
今
ま
兒
輩
の
需
め
に
因
り
て
、論
孟
序
説
の
諺
解
を
作
り
て
、

以
て
其
の
講
習
を
資
（
た
す
）
く
。
允
往
歳　

先
生
に
東
武
に

親
炙
し
て
、講
筵
に
侍
す
る
者
の
數
（
あ
ま
た
た
び
）。
粗
（
ほ

ぼ
）
舊
聞
を
書
し
て
、
聊
か
之
に
及
ぶ
。
故
に
又
其
の
言
を
取

り
て
。
以
て
諸
を
卷
首
に
誌
す
。（
論
孟
序
説
諺
解
發
題
、
原

文
は
訓
点
・
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
付
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
便
宜
上
、
書
き
下
し
と
し
、
原
振
り
仮
名
は
（　

）
内
に
入

れ
て
示
し
た
。
以
下
、
學
庸
章
句
序
諺
解
發
題
も
同
じ
。）

　

児
輩
（
子
ど
も
）
の
求
め
に
応
じ
て
、「
論
語
序
説
」「
孟
子
序
説
」



和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
小
考

九
三

の
「
諺
解
」
を
作
成󠄁
し
て
お
り
、そ
の
目
的
を
講
習
の
補
助
と
す
る
。

ま
た
、
江
戸
に
て
羅
山
に
教
え
を
受
け
、
そ
の
教
え
を
「
諺
解
」
の

中
に
記
し
た
こ
と
も
示
す
。
こ
こ
で
は
「
往
歳
」
と
「
先
生
」
と
の

間
に
は
空
格
が
あ
り
、
羅
山
へ
の
強
い
敬
意
が
見
え
る
。

　

対
象
読
者
は
「
児
輩
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
講
習
の
補
助
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
の
み
な
ら
ず
、

『
大
學
章
句
序
諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
も
同
様
で
あ
る
。
静
観

窩
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

…
。
吾
れ
閑
居
從
容
、
男
宗
三
に
口
授
し
て
、
時
時
、
筆
を
渉

ら
し
め
て
、
倭
字
の
諺
訓
を
作
り
、
以
て
焉
に
與
ふ
。
其
の
抄

出
す
る
所
は
、
則
ち
大
全
に
據
り
、
蒙
引
に
考
へ
、
之
に
參
す

る
に
吾
が
舊
聞
を
以
て
す
。之
を
讀
み
て
曉
り
易
き
に
便
り
す
。

…
。
噫
（
あ
あ
）
三
や
若
し
能
く
二
序
の
文
義
を
會
得
し
て
了

り
て
、
而
し
て
它
日
是
に
由
て
進
み
以
て
孔
曾
の
經
傳
子
思
の

心
法
を
窺
は
ば
、
則
ち
吾
が
此
の
諺
訓
、
一
簣
と
爲
（
せ
）
ん

か
。一
歩
と
爲
せ
ん
か
。勉
め
よ
や
。（
學
庸
章
句
序
諺
解
發
題
）

　
『
大
學
章
句
序
諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
は
信
濃
に
居
住
し
て

い
た
際
に
、
静
観
窩
の
三
男
の
「
宗
三
」
に
口
授
・
筆
記
さ
せ
、
倭

字
の
諺
訓
を
作
成󠄁
さ
せ
、
与
え
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
作
成󠄁
に
用
い

た
の
は
、『
四
書
大
全
』『
四
書
蒙
引
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
た
の

は
、
自
身
の
旧
聞
、
つ
ま
り
、
羅
山
の
教
え
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
読

み
や
す
さ
も
求
め
た
。
さ
ら
に
、
同
書
が
「
宗
三
」
の
朱
子
学
理
解

の
「
一
簣
」「
一
歩
」
と
な
る
こ
と
を
望
み
、
学
問
に
励
む
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
。

　
『
論
語
序
説
諺
解
』『
孟
子
序
説
諺
解
』
の
対
象
と
目
的
は
児
輩
の

講
習
の
補
助
で
あ
っ
た
。『
大
學
章
句
序
諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』

は
三
男
の
教
育
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
に
、「
四

書
序
諺
解
」
は
家
庭
内
に
お
い
て
子
ど
も
の
教
育
を
目
的
と
し
た
著

作
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
『
孟
子
序
説
諺
解
』
の
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
跋
文
に
相
当

す
る
無
題
の
文
章
に
も
次
の
よ
う
に
い
う
。

四
書
序
諺
解
四
冊
。
余
、
往
歳
、
信
に
在
り
し
の
日
、
仕
へ
て

暇
あ
り
。
家
童
に
口
授
し
以
て
筆
せ
し
む
。
蓋
し
其
の
講
習
に

便
を
爲
せ
ば
な
り
。
…
。
世
間
の
童
子
の
披
讀
に
補
有
り
。
是

に
於
い
て
跋
す（
８
）。

　
「
四
書
序
諺
解
」
は
静
観
窩
が
信
濃
に
あ
っ
た
際
に
家
童
に
口
授
・

筆
記
さ
せ
た
著
作
で
あ
り
、作
成󠄁
の
目
的
を
「
講
習
」
の
補
助
と
し
、

世
間
の
童
子
が
講
習
す
る
際
に
補
助
に
も
な
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で

確
認
し
た
議
論
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
「
四
書
序
諺
解
」
は
「
篤
学
者
」
や
「
講
義
を
試
み
る
層
」
な
ど

を
対
象
と
し
な
い
。
子
ど
も
の
教
育
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を

後
に
世
間
の
童
子
に
用
い
て
い
る
。
自
身
の
子
ど
も
、
あ
る
い
は
、
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世
間
の
童
子
に
せ
よ
、
初
学
の
段
階
、
そ
れ
も
完
全
に
初
学
に
近
い

者
を
対
象
と
し
、
そ
の
教
育
の
補
助
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も

本
書
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

四
、『
論
語
序
説
諺
解
』
の
体
裁
に
つ
い
て

　
『
論
語
序
説
諺
解
』
は
、
そ
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
『
論
語
集
注
』

で
は
な
く
、「
論
語
序
説
」
の
み
の
解
釈
で
あ
る
。「
読
論
語
孟
子
法
」

な
ど
も
省
略
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
体
裁
を
「
子
路
死
於
衛
」

条
を
用
い
て
確
認
す
る
。

　

体
裁
と
し
て
は
、「
論
語
序
説
」
本
文
は
訓
点
送
り
仮
名
付
き
で

あ
る
。「
子
路
死
於
衛
」
に
は
見
え
な
い
が
振
り
仮
名
も
時
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、「
論
語
序
説
」
本
文
の
み
に
は
音
読
み
熟
語

を
示
す
中
竪
点
「
─
」
が
附
さ
れ
る
。

　
「
論
語
序
説
」
の
解
釈
文
は
一
般
的
な
註
釈
書
の
「
割
註
漢
文
体
」

の
体
裁
で
は
な
い
。
主
と
し
て
「
和
文
体
」
が
用
い
ら
れ
、
稀
に
割

註
形
式
も
用
い
ら
れ
る
。
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
「
家
童
に

口
授
」（
論
孟
序
説
諺
解
發
題
）
と
も
あ
る
が
、
解
釈
文
中
に
「
口

語
体
」
は
確
認
で
き
な
い
。

　

和
文
体
に
よ
る
解
釈
は
理
解
が
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
を
用
い
た
の

は
、
対
象
読
者
が
自
身
の
子
ど
も
、
童
子
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
対
象
読
者
に
向
け
て
、
理
解
の
容
易
な
解
釈
文
を
附
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
初
学
者
に
対
し
て
は
有
効
で
あ
る
振
り
仮
名

は
「
論
語
序
説
」
の
本
文
、
解
釈
文
と
も
に
少
数
で
あ
る
。
こ
れ
は

本
書
が
素
読
な
ど
を
目
的
と
す
る
著
作
で
は
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

五
、『
論
語
序
説
諺
解
』
に
お
け
る
「
論
語
序
説
」
解
釈

（
１
）
書
名
・
人
名
・
地
名
へ
の
解
釈

　

こ
こ
で
は
『
論
語
序
説
諺
解
』
に
お
け
る
「
論
語
序
説
」
の
解
釈

の
う
ち
、
書
名
、
人
名
、
地
名
の
三
点
を
検
討
し
た
い（
９
）。
第
一
は
書
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名
で
あ
る
。「
史
記
世
家
曰
」
条
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

史
記
ハ
漢
ノ
司
馬
遷
カ
ア
メ
ル
書
ナ
リ
。
本
紀
十
二
卷
。
表
十

卷
。
書
八
卷
。
世
家
三
十
卷
。
列
傳
七
十
卷
。
都
合
百
三
十
卷

ナ
リ
。
天
子
ノ
事
ヲ
ハ
本
紀
ニ
シ
ル
シ
。
諸
侯
ノ
事
ヲ
ハ
世
家

ニ
シ
ル
シ
。
只
一
代
名
ア
ル
人
。
賢
ナ
ル
人
ノ
事
ヲ
ハ
。
列
傳

ニ
シ
ル
セ
リ
。
然
レ
ハ
孔
子
ハ
諸
侯
ニ
テ
モ
ナ
キ
ニ
。
何
故
ニ

世
家
ニ
ノ
ス
ル
ソ
ト
イ
フ
ニ
。
其
ノ
身
ス
テ
ニ
大
聖
人
ニ
テ
。

子
孫
ニ
代
代
哲
人
多
キ
ユ
ヘ
ニ
世
家
ニ
シ
ル
ス
ナ
リ
。
世
家

十
七
ニ
孔
子
世
家
ナ
リ
。朱
子
其
ノ
中
ノ
干
要
ヲ
此
序
ニ
記
ス
。

…
。（『
論
語
序
説
諺
解
』
以
下
、『
論
語
序
説
諺
解
』
の
引
用

は
書
名
を
略
す
）

　
『
史
記
』
の
編
者
、
本
紀
、
世
家
、
列
伝
の
巻
、
対
象
と
い
っ
た

構
成󠄁
や
性
質
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
の
基
準
を
示
す
。
加
え
て
、
諸
侯

で
は
な
い
孔
子
が
世
家
に
収
録
さ
れ
た
理
由
や
、「
世
家
」
の
十
七

が
「
孔
子
世
家
」
で
あ
り
、
そ
の
要
点
を
朱
熹
が
「
論
語
序
説
」
と

し
た
と
す
る
。

　
「
論
語
序
説
」
冒
頭
の
「
史
記
世
家
曰
」
の
解
釈
だ
け
で
は
な
く
、

『
史
記
』
の
概
要
や
性
質
を
平
易
に
示
し
て
い
る
。『
史
記
』
の
事
例

に
見
え
る
よ
う
に
、
書
名
は
初
出
時
に
概
要
や
性
質
な
ど
が
平
易
に

示
さ
れ
る）

（1
（

。
こ
れ
は
「
論
語
序
説
」
の
理
解
を
目
指
す
態
度
で
は
な

く
、「
論
語
序
説
」
と
同
時
に
関
連
す
る
事
項
を
併
せ
て
学
ぶ
態
度

で
あ
る
。

　

第
二
は
人
名
で
あ
る
。
孔
子
が
周
に
行
き
、
礼
を
老
子
に
問
う
た

と
さ
れ
る
「
適
周
問
禮
於
老
子
」
条
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

老
子
姓
ハ
李
氏
ニ
テ
。
名
ハ
耳
字
ハ
伯
陽
。
諡
ヲ
耼
ト
云
。
楚

國
苦
縣
ノ
人
ナ
リ
。
周
ニ
仕
ヘ
テ
守
藏
室
ノ
史
ト
ナ
ル
。
コ
レ

ハ
文
書
ヲ
ツ
カ
サ
ト
ル
官
ナ
リ
。
老
子
周
ノ
衰
ル
ヲ
見
テ
。
去

テ
西
ニ
行
ト
キ
。
函
谷
關
ニ
テ
。
關
ノ
令
尹
喜
ニ
ア
ヒ
テ
。
道

德
無
爲
ヲ
本
ト
シ
テ
。
五
千
言
ヲ
著
ハ
シ
サ
ツ
ク
。
今
ノ
老
子

經
是
ナ
リ
。
史
記
ニ
老
子
列
傳
ア
リ
。

　

老
子
の
姓
、
名
、
字
、
出
身
地
、
官
職
を
示
し
、
老
子
の
就
い
た

官
と
さ
れ
る
「
守
藏
室
の
史
」
を
「
文
書
ヲ
ツ
カ
サ
ト
ル
官
」
を
説

明
す
る
。
加
え
て
、
現
行
の
『
老
子
』
を
尹
喜
に
授
け
ら
れ
た
も
の

と
し
、『
史
記
』
に
老
子
列
傳
が
存
在
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

　

第
一
の
書
名
で
は
概
要
や
性
質
を
説
明
し
て
い
た
。
第
二
の
人
名

も
姓
名
の
み
で
は
な
く
、
関
連
す
る
事
項
を
同
時
に
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
人
名
も
書
名
の
場
合
と
同
様
に
平
易
な
説
明
を
加
え
て
、

関
連
す
る
事
項
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
地
名
で
あ
る
。
孔
子
が
蔡
と
葉
と
に
行
っ
た
「
孔
子
如
蔡

及
葉
」
条
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

蔡
モ
葉
モ
小
國
ナ
リ
。
古
ヘ
呂
ノ
國
ナ
ル
ヲ
成󠄁
王
ノ
子
蔡
仲
ヲ

封
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
蔡
ト
云
。今
ハ
河
南
ノ
汝
寧
府
ニ
屬
ス
ト
ア
リ
。
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葉
ハ
國
ノ
名
ノ
時
ハ
。
セ
ツ
ノ
音
ナ
リ
。
今
ハ
河
南
汝
州
ノ
毘

陽
城
ニ
屬
ス
ト
ア
リ
。

　

蔡
と
葉
と
を
小
国
と
す
る
。
加
え
て
、
蔡
は
成󠄁
王
の
子
の
蔡
仲
の

封
建
さ
れ
た
国
で
あ
り
、
現
在
は
「
河
南
ノ
汝
寧
府
」
に
属
す
と
す

る
。
さ
ら
に
葉
は
国
の
名
の
時
は
「
セ
ツ
」
と
読
み
、
現
在
は
「
河

南
汝
州
ノ
毘
陽
城
」
に
属
す
と
い
う
。

　

蔡
に
は
建
国
の
由
来
、
葉
に
は
音
ま
で
も
示
し
て
お
り
、
平
易
か

つ
丁
寧
な
解
釈
で
あ
る
。
蔡
と
葉
と
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
場
所
ま

で
も
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
孫
引
き
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が

『
大
明
一
統
志
』
に
も
と
づ
く
の
だ
ろ
う）

（（
（

。

　

先
に
検
討
し
た
「
學
庸
章
句
序
諺
解
發
題
」
に
は
「
大
全
に
據
り
、

蒙
引
に
考
へ
」
な
る
記
述
が
存
在
し
た
。「
論
孟
序
説
諺
解
發
題
」

に
は
作
成󠄁
に
用
い
た
資
料
へ
の
言
及
が
な
い
。
地
名
の
比
定
か
ら
考

え
る
と
明
代
の
著
作
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
論

語
序
説
諺
解
』
と
引
用
書
目
と
の
関
係
は
後
に
も
言
及
す
る
。

　
『
論
語
序
説
諺
解
』
は
、
子
ど
も
の
講
習
の
補
助
を
目
的
と
す
る

著
作
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
家
庭
内
の
教
育
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
書
物
・
人
物
・
地
名
と
も
に
、
初
出

時
に
関
連
す
る
事
項
を
示
し
、
平
易
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
従
っ

て
、『
論
語
序
説
諺
解
』
は
「
論
語
序
説
」
を
理
解
す
る
だ
け
を
目

的
と
し
た
著
作
で
は
な
い
。「
論
語
序
説
」
を
材
料
と
し
て
、
関
連

す
る
事
項
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
説
明
を
加
え
、
そ
の
理
解
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
易
か
つ
丁
寧
な
解
釈
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
で
も
、
初
学
の
段
階
、
そ
れ
も
完
全

に
初
学
に
近
い
者
を
対
象
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
２
）「
論
語
序
説
」
を
補
う
態
度
に
つ
い
て

　

周
知
の
よ
う
に
「
論
語
序
説
」
は
朱
熹
が
『
史
記
』
孔
子
世
家
を

用
い
て
、
作
成󠄁
し
た
著
作
で
あ
る
。
静
観
窩
も
前
出
の
「
史
記
世
家

曰
」
条
に
お
い
て
「
朱
子
其
ノ
中
ノ
干
要
ヲ
此
序
ニ
記
ス
」
と
し
て

い
る
。
当
然
、
朱
熹
が
孔
子
世
家
か
ら
採
用
し
な
か
っ
た
説
も
存
在

す
る
。
こ
こ
で
は
『
論
語
序
説
諺
解
』
と
「
孔
子
世
家
」
と
の
関
係

を
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、
孔
子
が
衛
の
国
に
行
き
、
子
路
の
妻
の
兄
で
あ
る
顔
濁

鄒
の
家
に
身
を
寄
せ
た
「
適
衛
、
主
於
子
路
妻
兄
顔
濁
鄒
家
」
条
に

次
の
よ
う
に
い
う
。

靈
公
孔
子
ニ
粟
六
萬
斗
ヲ
オ
ク
ル
。
孔
子
靈
公
ニ
見
ヘ
テ
。
衛

ニ
逗
留
ス
ル
コ
ト
十
月
ア
リ
テ
。
衛
ヲ
去
ル
。
孔
子
ノ
衛
ヲ
去

ル
コ
ト
ハ
。
害
ニ
ア
ハ
ン
ト
。
思
ヘ
ル
事
ア
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。

　

霊
公
は
孔
子
に
俸
禄
と
し
て
粟
六
萬
斗
を
贈
っ
た
。
孔
子
は
霊
公

に
拝
謁
し
、
逗
留
し
た
が
十
ヶ
月
で
衛
を
去
っ
た
。
こ
れ
は
害
に
遇

う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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本
条
に
い
う
「
粟
六
萬
斗
」
な
る
記
述
は
「
論
語
序
説
」
や
『
論

語
集
註
大
全
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
見

え
る
記
述
で
あ
る）

（1
（

。
そ
の
た
め
、『
史
記
』
孔
子
世
家
を
用
い
て
「
論

語
序
説
」
を
補
っ
た
の
だ
ろ
う
。
書
物
・
人
物
・
地
名
で
は
初
出
時

に
関
連
す
る
事
項
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
も
関
連

す
る
事
項
を
補
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
孔
子
が
趙
簡
子
に
面
会
し
よ
う
と
し
て
、
黄
河
に

ま
で
行
っ
て
か
ら
引
き
返
し
、
蘧
伯
玉
の
家
に
身
を
寄
せ
た
「
將
西

見
趙
簡
子
、至
河
而
反
。
又
主
蘧
伯
玉
家
」
条
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

趙
簡
子
孔
子
ヲ
招
ク
。
孔
子
衛
ヨ
リ
西
ノ
方
晋
ニ
ユ
キ
。
趙
簡

子
ニ
見
ヘ
ン
ト
テ
河
ニ
イ
タ
ル
。
趙
簡
子
カ
竇
鳴
犢
舜
華
ト
イ

ヘ
ル
臣
ヲ
殺
ス
ヿ
ヲ
聞
テ
。嘆
息
シ
テ
ソ
レ
ヨ
リ
車
ヲ
カ
ヘ
シ
。

衛
ニ
歸
テ
。
又
蘧
伯
玉
カ
家
ヲ
主
ト
ス
。
…
。

　

孔
子
が
黄
河
に
到
達
し
た
際
に
、
竇
鳴
犢
と
舜
華
が
趙
簡
子
に
殺

害
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
、
嘆
息
し
て
、
衛
に
引
き
返
し
た
、
と
す

る
。

　

竇
鳴
犢
と
舜
華
の
両
名
は
「
論
語
序
説
」
に
は
登
場
し
な
い
。
し

か
し
、
孔
子
世
家
に
は
登
場
す
る
人
物
で
あ
る）

（1
（

。
こ
の
両
名
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、先
ほ
ど
と
同
様
に
孔
子
世
家
を
用
い
て
、「
論
語
序
説
」

を
補
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
よ
う
。

　
『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
、
孔
子
世
家
の
み
を
用
い
て
、
補
う
の

で
は
な
い
。
定
公
が
孔
子
を
中
都
の
宰
と
し
、
一
年
ほ
ど
で
、
そ
の

周
囲
は
中
都
を
模
範
と
し
た
「
定
公
以
孔
子
爲
中
都
宰
。
一
年
四
方

則
之
」
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

家
語
ニ
ハ
。
四
方
ヲ
西
方
ト
ス
。
魯
國
東
方
ニ
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
。

西
方
ノ
諸
侯
マ
テ
モ
。
皆
ノ
ツ
ト
ル
ト
云
義
ナ
リ
。

　
『
孔
子
家
語
』
で
は
「
四
方
」
を
「
西
方
」
と
し
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
魯
国
は
東
方
に
あ
る
た
め
に
、
西
方
の
諸
侯
ま
で
も
孔
子
の

や
り
方
を
真
似
し
た
と
の
意
味
と
す
る）

（1
（

。

　

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、本
書
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
や
『
孔

子
家
語
』
を
用
い
て
「
論
語
序
説
」
を
補
っ
て
い
る
。
本
稿
で
検
討

し
た
条
の
他
に
も
『
論
語
序
説
諺
解
』
に
は
「
史
記
ノ
孔
子
世
家
ニ

モ
。
家
語
ニ
モ
此
事
ヲ
シ
ル
セ
リ
」「
詳
カ
ニ
史
記
荀
子
家
語
ニ
見

ヘ
タ
リ
」「
詳
カ
ニ
史
記
ニ
モ
家
語
ニ
モ
孟
子
ニ
モ
ア
リ
」
な
る
記

述
が
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
書
物
・
人
物
・
地
名
の
場
合
と
同
様
に
関
連
す
る

事
項
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、『
論
語
序
説
諺
解
』
は
「
論
語
序
説
」

の
み
の
理
解
を
目
的
と
は
し
な
い
。『
史
記
』
孔
子
世
家
や
『
孔
子

家
語
』
を
用
い
て
関
連
す
る
事
項
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
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）
別
説
の
掲
出
と
朱
熹
説
の
尊
重

　

こ
こ
で
は
朱
熹
と
は
異
な
る
解
釈
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。
朱

熹
や
「
論
語
序
説
」
を
尊
重
す
る
な
ら
ば
、
別
説
の
掲
出
は
不
要
で

あ
る
。
特
に
朱
熹
と
異
な
る
別
説
を
掲
出
す
る
こ
と
は
対
象
読
者
の

初
学
者
を
惑
わ
す
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、『
論
語
序
説
諺
解
』

で
は
事
情
が
異
な
り
、
積
極
的
に
別
説
が
多
く
掲
出
さ
れ
る
。

　

孔
子
の
生
年
月
日
に
関
連
す
る
「
以
魯
襄
公
二
十
二
年
、
庚
戌
之

歳
十
一
月
庚
子
、
生
孔
子
於
魯
昌
平
郷
陬
邑
」
条
に
は
次
の
よ
う
に

い
う
。孔

子
ノ
生
ル
ル
年
月
時
日
ニ
。
種
種
ノ
說
ア
リ
。
左
傳
ニ
ハ
。

生
ル
ル
コ
ト
ヲ
シ
ル
サ
ス
シ
テ
。
唯
哀
公
十
六
年
ニ
孔
子
卒
ス

ト
シ
ル
ス
。
杜
預
カ
注
ニ
。
魯
ノ
襄
公
二
十
二
年
ニ
生
ル
。
今

ニ
至
テ
七
十
三
ト
ア
リ
。
史
記
ノ
說
ト
同
シ
。
公
羊
傳
穀
梁
傳

ニ
ハ
。
共
ニ
襄
公
二
十
一
年
己
酉
ニ
孔
子
生
ル
ト
記
セ
リ
。
其

中
ニ
テ
モ
。
公
羊
傳
ニ
ハ
。
十
一
月
ニ
生
ル
ト
イ
ヒ
。
穀
梁
傳

ニ
ハ
。
十
月
ニ
生
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
史
記
ノ
說
。
杜
預
カ
注
ト
同

シ
カ
ラ
ス
。
朱
子
史
記
ノ
說
ヲ
用
ル
ト
キ
ハ
。
史
記
ニ
從
フ
ヲ

好
ト
ス
。
其
外
孔
子
通
記
聖
師
世
家
等
ニ
モ
見
ヘ
タ
リ
。

　

孔
子
の
生
年
月
日
の
別
説
と
し
て
、『
左
氏
伝
』
杜
預
註
・『
春
秋

公
羊
伝
』・『
春
秋
穀
梁
伝
』
の
三
説
が
掲
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三

説
を
掲
出
し
、
具
体
的
に
示
し
た
上
で
、『
史
記
』
は
杜
預
と
異
な

る
が
、
朱
熹
は
『
史
記
』
を
用
い
て
い
る
の
で
、
朱
熹
の
説
に
従
う

の
が
良
い
と
す
る
。
末
尾
に
、こ
れ
ら
の
三
説
の
他
に
『
孔
子
通
紀
』

に
も
孔
子
の
生
年
月
日
の
説
が
見
え
る
こ
と
を
附
す）

（1
（

。

　
「
論
語
序
説
」
の
平
易
な
解
釈
で
あ
れ
ば
、
朱
熹
説
の
根
拠
を
示

す
の
み
で
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
こ
で
は
別
説
を
積
極
的
か
つ
、

具
体
的
に
掲
出
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
『
論
語
序
説
諺
解
』
に
共

通
し
て
お
り
、
朱
熹
以
降
の
学
説
へ
の
態
度
で
も
同
様
で
あ
る
。
孔

子
の
卒
し
た
「
十
六
年
壬
戌
、
四
月
己
丑
、
孔
子
卒
」
条
に
次
の
よ

う
に
い
う
。

哀
公
ノ
十
六
年
四
月
ニ
。
孔
子
死
シ
ヌ
。
周
ノ
敬
王
四
十
一
年
。

日
本
ニ
テ
懿
德
天
皇
三
十
二
年
ニ
ア
タ
レ
リ
。
孔
子
ノ
死
ス
ル

年
ヲ
七
十
三
。
七
十
四
ト
云
。
二
說
ア
リ
。
明
朝
ノ
宋
景
濂
ハ
。

七
十
四
ヲ
好
ト
イ
ヘ
リ
。
然
レ
ト
モ
朱
子
史
記
ノ
說
ヲ
取
テ
。

七
十
三
ト
記
ス
ト
キ
ハ
。
コ
レ
ニ
シ
タ
カ
フ
へ
シ
。

　

孔
子
の
卒
し
た
、
魯
の
「
哀
公
の
十
六
年
」
は
、
周
で
は
「
敬
王

四
十
一
年
」、
日
本
で
は
「
懿
德
天
皇
三
十
二
年
」
と
同
年
で
あ
る
。

そ
の
時
の
孔
子
の
年
齢
は
「
七
十
三
」
と
「
七
十
四
」
と
の
二
説
が

存
在
す
る
。
明
の
宋
景
濂
（
宋
濂
「
孔
子
生
卒
歲
月
辨
」）
は

七
十
四
歳
を
是
と
し
て
い
る
が
、
朱
熹
は
孔
子
世
家
の
説
を
取
り
、

七
十
三
歳
を
是
と
し
て
い
る
の
で
、朱
熹
説
に
従
う
べ
き
だ
と
す
る
。
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孔
子
の
生
年
月
日
と
同
様
に
、
孔
子
の
没
し
た
年
齢
の
別
説
を
積

極
的
に
掲
出
し
た
上
で
、朱
熹
の
説
に
従
う
べ
き
と
の
結
論
を
示
す
。

こ
れ
ら
の
積
極
的
な
別
説
の
掲
出
は
、そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。

別
説
を
掲
出
す
る
際
に
、
孔
子
の
生
年
月
日
に
は
「
朱
子
史
記
ノ
説

ヲ
用
ル
ト
キ
ハ
」
と
い
い
、
孔
子
の
没
し
た
年
齢
に
は
「
然
レ
ト
モ

朱
子
史
記
ノ
説
ヲ
取
テ
」
と
い
う
よ
う
に
、
根
柢
に
あ
る
の
は
朱
熹

説
の
尊
重
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
二
例
を
示
し
た
が
、そ
の
尊
重
は『
論

語
序
説
諺
解
』
に
、
し
ば
し
ば
見
え
る）

（1
（

。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
態
度
と
し
て
、
斉
の
権
臣
の
高
昭
子
の
家
臣
と

な
り
、
景
公
に
通
じ
よ
う
と
し
た
「
爲
高
昭
子
家
臣
、
以
通
乎
景
公
」

条
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

静
観
子
按
ス
ル
ニ
。
孔
子
魯
國
ニ
テ
三
家
ニ
仕
ヘ
ス
。
如
何
ソ

他
國
ノ
臣
下
ニ
仕
ヘ
ン
ヤ
。
孔
子
。
齊
ニ
テ
景
公
ニ
マ
ミ
ユ
ル

時
ニ
。
景
公
座
ヲ
ユ
ツ
リ
。
又
景
公
ノ
孔
子
ノ
旅
宿
ニ
ユ
ク
ト

キ
。
賓
主
ノ
使
ア
ル
コ
ト
モ
ア
レ
ハ
。
史
記
ニ
高
昭
子
カ
家
臣

ト
ナ
ル
ト
シ
ル
ス
コ
ト
ハ
。
司
馬
遷
カ
ア
ヤ
マ
リ
ナ
ル
ヘ
シ
。

　

静
観
窩
の
按
語
と
し
て
、
孔
子
は
魯
国
に
お
い
て
、
季
孫
氏
、
叔

孫
氏
、
孟
孫
氏
の
三
家
に
仕
官
し
な
か
っ
た
の
に
、
他
国
の
臣
下
に

仕
官
す
る
は
ず
が
な
い
と
し
、
斉
の
景
公
と
の
事
例
を
挙
げ
、
孔
子

世
家
に
い
う
、
孔
子
が
高
昭
子
の
家
臣
と
な
っ
た
と
の
記
述
を
司
馬

遷
の
誤
り
と
す
る
。

　

孔
子
世
家
か
ら
当
該
記
述
を
「
論
語
序
説
」
を
採
用
し
た
の
は
朱

熹
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
該
記
述
は
朱
熹
の
誤
り
と
し
て
も
良
い
。

し
か
し
、
静
観
窩
は
朱
熹
で
は
な
く
司
馬
遷
の
誤
り
と
す
る
。
こ
の

根
柢
も
、
先
ほ
ど
と
同
様
に
朱
熹
説
の
尊
重
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
に
も
僅
か
で
あ
る
が
別
説
を
掲
出
し
た
上
で
朱
熹
説
の
是

非
に
言
及
し
な
い
解
釈
が
存
在
す
る
。
孔
子
の
門
人
が
三
千
人
に
も

及
ん
だ
「
弟
子
蓋
三
千
焉
」
条
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

孔
子
ノ
門
ニ
テ
業
ヲ
ウ
ク
ル
者
。
三
千
人
ア
リ
。
孔
安
國
カ
書

ノ
序
ニ
モ
。
三
千
ノ
徒
竝
受
其
義
ト
イ
ヘ
リ
。
三
千
人
ノ
内
ニ

テ
。
其
身
六
藝
ニ
通
達
ス
ル
者
。
七
十
二
人
ア
リ
。
是
ヲ
孔
門

ノ
七
十
二
賢
ト
申
ス
ナ
リ
。
六
藝
ハ
。
禮
樂
射
御
書
數
ナ
リ
。

蘇
子
由
カ
古
史
ニ
ハ
。
七
十
七
人
ト
ス
。
其
姓
名
ハ
。
史
記
家

語
石
室
圖
ニ
シ
ル
セ
リ
。
又
金
仁
山
ハ
文
翁
石
室
圖
史
記
家
語

ヲ
合
セ
考
ヘ
テ
。
七
十
九
人
ヲ
好
ト
ス
。

　

孔
子
の
門
人
に
対
し
て
、
孔
安
國
の
「
書
序
」（『
尚
書
正
義
』
所

引
の
大
序
）
の
言
及
し
、
三
千
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
加

え
て
、
六
芸
に
通
じ
た
弟
子
を
「
七
十
二
人
」
と
す
る
。
さ
ら
に
別

説
と
し
て
、
蘇
轍
『
古
史
』
に
い
う
「
七
十
七
人
」、
金
履
祥
の
い

う
「
七
十
九
人
」
を
掲
出
す
る
。

　
「
論
語
序
説
」
に
は
「
弟
子
蓋
三
千
焉
」
と
あ
る
の
み
で
、
六
芸

に
通
じ
た
弟
子
の
対
象
は
明
示
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
朱
熹
に
異
説
を
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立
て
た
の
で
は
な
く
、「
論
語
序
説
」
に
は
見
え
な
い
箇
所
を
補
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
抑
制
的

で
は
な
く
、
積
極
的
に
幅
広
く
別
説
を
掲
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
対

象
読
者
の
初
学
者
を
惑
わ
す
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
ま
で
も
検
討

し
た
が
、『
論
語
序
説
諺
解
』
は
「
論
語
序
説
」
の
み
の
理
解
を
目

的
と
は
し
な
い
。「
論
語
序
説
」
を
材
料
と
し
て
、
孔
子
の
生
涯
を

別
説
も
含
め
て
通
覧
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

別
説
を
積
極
的
に
示
し
、朱
熹
説
に
従
う
こ
と
を
論
じ
る
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
「
春
秋
三
伝
」
や
『
禮
記
』『
周

禮
』
な
ど
の
経
書
を
始
め
、『
史
記
』『
漢
書
』『
孔
子
家
語
』『
淮
南

子
』、
そ
し
て
、「
陸
九
淵
の
語
録
」『
四
書
蒙
引
』『
孔
子
通
紀
』
と

い
っ
た
著
作
ま
で
幅
広
く
引
用
、あ
る
い
は
言
及
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
原
書
を
見
た
の
か
は
少
し
く
問
題
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
學
庸
章
句
序
諺
解
發
題
」
で
は
作
成󠄁
に
『
四

書
大
全
』
と
『
四
書
蒙
引
』
と
を
用
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
論
語
序
説
諺
解
』
に
は
『
孔
子
通
紀
』
な
ど
の
『
四
書

大
全
』
の
成󠄁
立
以
後
の
学
説
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
静

観
窩
も
目
睹
で
き
た
藤
原
惺
窩
評
註
、
鵜
飼
石
齋
訓
点
『
鼇
頭
評
註

四
書
大
全
』（
慶
安
四
年
・
一
六
五
一
板
行
）
な
ど
を
用
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
別
途
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
静
観
窩
の
い

う
『
大
全
』
と
は
『
四
書
大
全
』
で
は
な
く
、
和
刻
の
『
鼇
頭
評
註

四
書
大
全
』
な
ど
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』

と
『
論
語
序
説
諺
解
』
と
の
別
説
の
多
く
は
一
致
す
る
が
、
一
部
に

は
見
え
な
い
説
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』

に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
朱
子
学
」
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
人
物
も
引
用

す
る
た
め
、
よ
り
広
く
「
明
代
学
術
」
と
称
す
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
羅
山
説
の
引
用
に
つ
い
て

　

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
論
孟
序
説
諺
解
發
題
」
に
は
江
戸
で
羅

山
に
親
し
く
接
し
た
た
め
、
旧
聞
を
載
せ
た
と
の
記
述
も
見
え
る
。

そ
の
冒
頭
に
も
「
允
嘗
て
之
を　

羅
浮
先
生
に
聞
け
り
」
と
し
て
羅

山
の
言
が
長
く
引
用
さ
れ
る）

（1
（

。
羅
山
説
の
引
用
は
「
四
書
序
諺
解
」

に
共
通
し
、『
論
語
序
説
諺
解
』
で
は
計
四
条
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、孔
子
を
斉
の
景
公
が
「
尼
谿
の
田
」
に
封
じ
よ
う
と
し
、

晏
嬰
が
認
め
な
か
っ
た
「
公
欲
封
以
尼
谿
之
田
。
晏
嬰
不
可
。
公
惑

之
」
条
で
あ
る
。
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

静
観
子
。
東
武
ニ
在
リ
シ
ト
キ
。
夕
顔
巷
ニ
テ
夜
遊
ニ
。
同
學

一
兩
輩
ト
。
晏
嬰
カ
尼
谿
ノ
封
ヲ
ト
ト
メ
タ
ル
コ
ト
ヲ
評
判
シ

ケ
ル
ニ
。
羅
山
翁
聞
テ
。
晏
嬰
ハ
齊
ノ
賢
者
ナ
リ
。
忠
モ
ア
リ
。

禮
モ
ア
リ
。
又
ヨ
ク
善
ヲ
好
ム
。
孔
子
モ
ヨ
ト
リ
友
タ
リ
。
公
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冶
長
ノ
篇
ニ
テ
。
晏
平
仲
。
善
與
レ
人
交
。
久
而
敬
レ
之
。
ホ

メ
タ
マ
フ
コ
ト
モ
ア
レ
ハ
。
此
尼
谿
ノ
田
ノ
コ
ト
ヲ
。
晏
嬰
カ

サ
サ
ヘ
タ
ル
コ
ト
ハ
。
不
審
ナ
リ
。
司
馬
遷
カ
誤
リ
ナ
ル
ヘ
シ

ト
。
古
人
ノ
評
モ
ア
リ
ト
申
サ
レ
タ
リ
。

　

羅
山
門
の
同
学
た
ち
と
斉
の
景
公
が
孔
子
を
「
尼
谿
の
田
」
に
封

じ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
晏
嬰
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て

い
た
。
羅
山
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
晏
嬰
は
斉
の
賢
者
で
あ
り
、
忠
も

礼
も
あ
り
、善
を
好
ん
で
い
た
。
孔
子
も
褒
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

「
尼
谿
の
田
」
の
件
を
止
め
た
こ
と
は
不
審
で
あ
り
、
司
馬
遷
の
誤

り
と
す
る
評
が
あ
る
と
述
べ
た
、
と
あ
る
。

　

こ
れ
は
江
戸
で
の
実
体
験
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
身
の
旧
聞

と
し
て
、
羅
山
に
「
論
語
序
説
」
に
採
用
さ
れ
て
い
る
記
述
を
司
馬

遷
の
誤
り
と
す
る
評
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
羅
山
も
当
該
記

述
を
採
用
し
た
朱
熹
の
誤
り
と
は
せ
ず
、
司
馬
遷
の
誤
り
と
す
る
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
確
認
し
た
『
論
語
序
説
諺
解
』
の
態
度
と
同
一
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
発
想
の
淵
源
は
羅
山
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
『
論
語
序
説
諺
解
』
と
羅
山
と
は
類
似
す
る
解
釈
手

法
が
存
在
す
る
。
孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
し
た
「
孔
子
作
春
秋
」
条

に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

羅
浮
先
生
ノ
春
秋
ノ
モ
ノ
カ
タ
リ
ニ
。
獲
麟
ノ
コ
ト
左
傳
公
羊

傳
穀
梁
傳
杜
預
何
休
宋
朝
道
學
ノ
諸
儒
等
。
異
説
ア
リ
。
三
年

ノ
間
二
春
秋
ヲ
作
リ
出
シ
テ
。
麟
出
タ
リ
ト
云
ト
。
麟
出
タ
ル

ニ
ヨ
ツ
テ
。
感
シ
テ
獲
麟
ノ
年
ヨ
リ
。
前
二
百
四
十
二
年
ノ
事

ヲ
書
テ
。
則
チ
獲
麟
ノ
年
マ
テ
ニ
テ
書
ト
メ
タ
リ
ト
云
。
両
義

ナ
リ
。
千
五
百
年
ノ
間
、
不
決
ノ
論
ナ
リ
。
…
。
日
本
ニ
テ
人

ノ
辭
世
ノ
詞
ヲ
獲
麟
ノ
一
句
ナ
ト
ト
云
ハ
、
是
ナ
ル
ヘ
シ
ト
申

サ
レ
タ
リ
。

　

羅
浮
先
生
（
羅
山
）
に
よ
る
と
、「
獲
麟
」
は
『
左
氏
伝
』
よ
り

宋
代
の
道
学
の
諸
儒
に
至
る
ま
で
種
々
の
異
説
が
あ
る
、
と
す
る
。

『
論
語
序
説
諺
解
』
の
特
徴
に
別
説
を
掲
出
し
た
上
で
朱
註
を
尊
重

す
る
こ
と
が
存
在
し
て
い
た
。

　

石
橋
氏
は
羅
山
の
講
義
の
特
徴
を「
広
く
諸
書
を
参
照
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
陽
明
學
の
よ
う
な
明
代
の
も
の
や
和
書
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
」
と
す
る）

（1
（

。「
獲
麟
」
に
お
い
て
別
説
の
存
在
を
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
見
る
に
、
こ
れ
も
羅
山
の
手
法
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

さ
ら
に
、「
孔
子
作
春
秋
」
条
の
末
尾
に
は
「
日
本
ニ
テ
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、「
論
語
序
説
」
に
お
い
て
、
日
本
で
の
事
例
を
挙
げ
、
引

当
す
る
解
釈
を
行
う
。
こ
の
手
法
は
「
今
ノ
俗
語
ニ
。
僭
上
者
ト
云

ル
モ
。
羅
浮
翁
イ
ヘ
リ
」（「
孔
子
年
四
十
三
、
而
季
氏
強
僭
」
条
）

に
も
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
「
世
俗
ニ
論
語
ヨ
ミ
ノ
論
語
ヨ
マ

ス
ト
云
意
ナ
リ
」
な
る
類
似
の
態
度
が
見
え
る）

（1
（

。
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羅
山
も
静
観
窩
と
同
様
に
関
連
す
る
事
項
を
併
せ
て
説
い
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
孔
子
が
衛
公
の
夫
人
の
南
子
に
拝
謁
し
た
「
既

解
、
還
衛
、
主
遽
伯
玉
家
。
見
南
子
」
条
で
あ
る
。
同
条
に
次
の
よ

う
に
い
う
。

其
國
ニ
仕
ヘ
テ
。
其
夫
人
ニ
見
ユ
ル
コ
ト
ハ
。
古
ヘ
ノ
禮
ナ
リ
。

故
ニ
孔
子
マ
ミ
ユ
。
孔
子
ノ
南
子
ニ
マ
ミ
ユ
ル
コ
ト
ヲ
。
源
氏

物
語
ニ
戀
山
ニ
ハ
。
ク
シ
ノ
ト
フ
レ
ト
書
ケ
リ
。
孔
子
辭
退
ス

ト
イ
ヘ
ト
モ
。
古
ヘ
ノ
禮
儀
ナ
レ
ハ
。
ヤ
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
シ
テ

逢
ヘ
リ
。
戀
慕
ノ
心
ニ
用
フ
ル
ハ
、
紫
式
部
カ
誤
リ
ト
。
羅
山

先
生
イ
ヘ
リ
。

　

あ
る
国
に
仕
官
し
て
、
そ
の
国
の
夫
人
（
妃
）
に
拝
謁
す
る
こ
と

は
古
の
礼
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
孔
子
も
南
子
に
拝
謁
し
た
。
こ

れ
を
『
源
氏
物
語
』
で
は
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
紫
式
部
の
誤

り
で
あ
る
、
と
羅
山
は
言
っ
た
。

　

孔
子
が
南
子
に
会
っ
た
こ
と
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
関
連

す
る
事
項
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
に
見
え
る
「
恋
の
山
に
は
孔
子

の
倒
れ
」を
引
用
し
て
い
る
。
対
象
読
者
で
あ
る「
児
童
」「
初
學
者
」

に
向
け
の
著
作
で
「
和
書
」
を
示
し
て
い
る
。
羅
山
の
こ
の
態
度
は

『
大
學
章
句
序
諺
解
』に「
羅
山
翁
ノ
物
語
ニ
。
倭
歌
ニ
モ
此
意
ア
リ
」

に
も
見
え
る）

11
（

。『
論
語
序
説
諺
解
』
に
は
和
書
は
引
用
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、『
大
學
章
句
序
諺
解
』
で
は
『
日
本
書
紀
』
に
言
及
し
て

い
る）

1（
（

。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
羅
山
説
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
『
論
語
序
説
諺
解
』
で
用
い
ら
れ
る
解
釈
手
法
は
羅

山
と
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

小
結

　

本
稿
は
和
田
静
観
窩
『
論
語
序
説
諺
解
』
を
検
討
し
た
。
以
下
、

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
確
認
し
た
い
。

　

第
一
は
対
象
読
者
、
目
的
で
あ
る
。『
論
語
序
説
諺
解
』
の
対
象

読
者
は
児
輩
、
そ
の
目
的
は
講
習
の
補
助
で
あ
る
。『
大
学
章
句
序

諺
解
』『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
の
対
象
読
者
は
自
身
の
三
男
、
そ
の

目
的
は
教
育
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、『
論
語
序
説
諺
解
』
を
含
む
「
四

書
序
諺
解
」
は
「
篤
学
者
」
や
「
講
義
を
試
み
る
層
」
な
ど
は
対
象

と
せ
ず
、
初
学
の
段
階
、
そ
れ
も
完
全
に
初
学
に
近
い
者
を
対
象
と

し
、
そ
の
教
育
の
補
助
を
目
的
と
す
る
。

　

第
二
は
特
徴
で
あ
る
。『
論
語
序
説
諺
解
』
の
解
釈
文
は
主
に
「
和

文
体
」
が
用
い
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
本
書
の
和
文
体
に
よ
る
解

釈
は
理
解
が
容
易
で
あ
る
。
本
書
の
解
釈
文
は
、
本
稿
で
検
討
し
た

書
名
・
人
名
・
地
名
、『
史
記
』
孔
子
世
家
・『
孔
子
家
語
』
を
用
い

て
補
う
態
度
、
別
説
の
掲
出
と
朱
熹
説
の
尊
重
か
ら
考
え
る
に
、「
論

語
序
説
」
の
み
の
理
解
を
目
的
と
し
な
い
。「
論
語
序
説
」
を
材
料
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と
し
て
、
関
連
す
る
記
述
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、
そ
の
理
解
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
論
語
序
説
」
を
材
料
と
し
て
、

孔
子
の
生
涯
を
別
説
も
含
め
て
通
覧
的
に
学
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
別
説
を
積
極
的
に
示
す
。
ま
た
、
平
易
か
つ
丁
寧
な
解
釈
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
完
全
に
初
学
に
近
い
者
を
対

象
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、『
論
語
序
説
諺
解
』

で
用
い
ら
れ
る
解
釈
手
法
は
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
羅
山
に
淵
源

が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
江
戸
初
期󠄁
の
『
論
語
』
関
連
著
作
と
の
関
係
、
他
の

國
字
解
、
訓
蒙
、
諺
解
、
俚
諺
な
ど
を
書
名
に
冠
す
る
著
作
と
の
比

較
な
ど
は
行
え
な
か
っ
た
。
全
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

那
波
活
所
『
重
編
四
書
註
者
考
』
は
、
拙
稿
「
那
波
活
所
『
重
編
四
書

註
者
考
』
に
つ
い
て
─ 

明
代
學
術
と
の
關
係
を
中
心
と
し
て
─
」（『
國
學

院
中
國
學
會
報
』
第
六
十
四
輯
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
２
）　
『
日
本
諸
家
人
物
志
』
は
家
蔵
の
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
板
行
本
を

用
い
た
。

（
３
）　
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成󠄁
』
三
（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究

所
斯
道
文
庫
編
、
井
上
書
房
、
一
九
六
三
）
一
一
六
頁
参
照
。

（
４
）　
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
二
二
号
（
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
、

二
〇
〇
五
）
所
収
。

（
５
）　
『
大
學
章
句
序
諺
解
』「
新
安
朱
熹
序
」
条
参
照
。

（
６
）　
『
論
語
序
説
諺
解
』「
程
子
曰
頤
自
十
七
八
讀
論
語
」
条
参
照
。

（
７
）　
『
大
學
章
句
序
諺
解
』
の
末
尾
に
「
寛
文
六
年
仲
秋
念
三
蓂
起
筆
。
同
大

盡
日
終
功
」『
中
庸
章
句
序
諺
解
』
の
末
尾
に
「
寛
文
六
年
季
秋
念
朔
起
筆
。

同
七
蓂
終
功
」
と
あ
る
。

（
８
）　

四
書
序
諺
解
四
冊
。
余
往
歳
在
信
之
日
仕
暇
。
口
授
家
童
以
令
筆
焉
。

蓋
爲
便
其
講
習
也
。
…
。
有
補
於
世
間
童
子
之
披
讀
也
。
於
是
乎
跋
。

（
９
）　

本
稿
で
は
、「
論
語
序
説
」、『
史
記
』
孔
子
世
家
の
解
釈
は
、
吹
野
安
・

石
本
道
明
訳
注
『
孔
子
全
書
』
第
一
巻
（
明
徳
出
版
社
、一
九
九
九
）
及
び
、

『
孔
子
全
書
』
第
十
一
巻
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
二
）
を
参
考
に
し
た
。

（
10
）　
『
論
語
序
説
諺
解
』「
孔
子
作
春
秋
」
条
で
は
、「
春
秋
ハ
。
魯
國
ノ
史
記

ノ
名
ナ
リ
」
か
ら
始
ま
る
概
要
や
性
質
の
説
明
が
示
さ
れ
る
。

（
11
）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
三
十
一
、
汝
寧
府
、
参
照
。

（
12
）　
『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
遂
適
衛
、
主
於
子
路
妻
兄
顏
濁
鄒
家
。
衛
靈

公
問
孔
子
、
居
魯
得
祿
幾
何
。
對
曰
、
奉
粟
六
萬
。
衛
人
亦
致
粟
六
萬
。

居
頃
之
、
或
譖
孔
子
於
衛
靈
公
。
靈
公
使
公
孫
余
假
一
出
一
入
」

（
13
）　
『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
既
不
得
用
於
衛
、
將
西
見
趙
簡
子
。
至
於
河

而
聞
竇
鳴
犢
・
舜
華
之
死
也
、
臨
河
而
歎
曰
、
美
哉
水
、
洋
洋
乎
。
丘
之

不
濟
此
、
命
也
夫
。
…
」

（
14
）　
『
孔
子
家
語
』
相
魯
「
而
西
方
之
諸
侯
則
焉
。」
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（
15
）　
『
孔
子
通
紀
』
は
拙
稿
「
潘
府
『
孔
子
通
紀
』
初
探
」（『
國
學
院
雜
誌
』 

第
一
一
八
巻
第
九
号
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

（
16
）　
『
論
語
序
説
諺
解
』「
索
隠
云
一
本
作
委
吏
。
與
孟
子
合
。
今
從
之
」
条

に
「
索
隠
ハ
。
唐
ノ
司
馬
貞
カ
作
レ
ル
史
記
ノ
註
ナ
リ
。
索
隠
ノ
二
字
ハ
。

中
庸
ヨ
リ
出
タ
リ
。
ソ
レ
ニ
ハ
一
本
ニ
委
吏
ニ
作
ル
ト
ア
リ
。
孟
子
萬
章

ノ
下
篇
ニ
。
孔
子
嘗
為
委
吏
矣
ト
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
。
朱
子
索
隠
ト
孟
子
ノ
説

ヲ
カ
ン
カ
ヘ
合
セ
テ
。
是
ニ
従
フ
ト
ナ
リ
。」
と
あ
る
。

（
17
）　

村
上
雅
孝
「
林
羅
山
の
「
大
学
諺
解
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
近
世
の
漢

文
訓
読
史
の
立
場
か
ら
─
」（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
『
歴
史
と
文
化
』

一
九
八
一
）

（
18
）　

石
橋
賢
太
「
林
羅
山
に
よ
る
山
鹿
素
行
へ
の
講
義
に
つ
い
て
─
国
文
学

研
究
資
料
館
蔵
山
鹿
文
庫
『
大
學
論
語
等
聞
書
』
を
中
心
と
し
て
─
」（
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要　

文
学
研
究
篇
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
九
）

（
19
）　
『
論
語
序
説
諺
解
』「
程
子
曰
、
今
人
不
會
讀
書
。
…
」
条
「
世
俗
ニ
論

語
ヨ
ミ
ノ
論
語
ヨ
マ
ス
ト
云
意
ナ
リ
」
参
照
。

（
20
）　
『
大
学
章
句
序
諺
解
』「
則
其
書
雖
存
、而
知
者
鮮
矣
」
条
「
知
者
鮮
ト
ハ
。

サ
シ
ツ
メ
テ
。
ナ
シ
ト
イ
ハ
子
ト
モ
。
鮮
シ
ト
イ
ヘ
ル
中
ニ
。
絶
テ
ナ
キ

意
含
ナ
リ
。
…
。
此
文
法
ニ
就
テ
。
羅
山
翁
ノ
物
語
ニ
。
倭
歌
ニ
モ
此
意

ア
リ
。
伊
勢
物
語
ニ
。
三
月
晦
日
業
平
カ
歌
ニ
。
ヌ
レ
ツ
ツ
ソ
シ
ヒ
テ
折

ツ
ル
年
ノ
中
ニ
。
春
ハ
イ
ク
カ
モ
ア
ラ
シ
ト
思
ヘ
ハ
ト
ヨ
メ
リ
。
春
ハ
ケ

フ
ノ
ミ
ト
イ
ハ
ス
シ
テ
。
イ
ク
カ
モ
ア
ラ
シ
ト
イ
ヘ
ル
。
詞
ノ
ヒ
テ
ツ
マ

ラ
ス
。
鮮
ノ
意
ニ
通
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
此
歌
古
今
集
第
二
ニ
モ
載
セ
タ
リ
」

参
照
。

（
21
）　
『
大
学
章
句
序
諺
解
』「
則
天
必
命
之
。
以
爲
億
兆
之
君
師
、
使
之
治
而

敎
之
、
以
復
其
性
」
条
「
人
ノ
智
愚
賢
否
。
貧
富
貴
賤
。
壽
夭
禍
福
。
自

然
ニ
ワ
カ
チ
ア
タ
フ
ル
ヲ
天
命
ト
ス
。
日
本
紀
ニ
。
命
ノ
字
ヲ
。
ミ
コ
ト

ノ
リ
ト
訓
ス
。
ナ
ニ
ト
セ
ヨ
。
カ
ト
セ
ヨ
ト
。
口
ニ
テ
イ
ヒ
教
ヘ
キ
カ
セ

テ
サ
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
」
参
照
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

和
田
静
観
窩
、
和
田
宗
允
、
論
語
序
説
諺
解
、
江
戸
漢
学
、

林
羅
山


